

















































































































Weitman, & Allen, 1964）を，笑顔はポジティブ感情を伝達する機能































































ジュース（ローソンセレクト）を容量 205 ml の紙コップに約 100 ml 入れて
参加者に提供した。




























































































飲食の有無 M SD F t（df）
発言時間
飲食あり群 2.40 0.18 4.49＊ 1.40
統制群 2.33 0.26 （62.26）
発言数
飲食あり群 1.99 0.14 4.32＊ 1.21
統制群 1.94 0.20 （67.49）
うなずき
（回数）
飲食あり群 1.47 0.30 0.01 0.85
統制群 1.38 0.26 （23）
笑顔
（時間）
飲食あり群 1.70 0.17 0.07 2.43＊



















































β 0j＝γ 00＋γ 01（飲食の有無j）＋γ 02（うなずきj）＋γ 03（笑顔j）＋u0j
ここで，Yij は，j 番目の集団における i 番目の成員の話し合いプロセスに
対する認知である。β0 j は切片で，本モデルではこの切片にのみ，集団間変動
u0j を仮定していることになる。なお，γ は固定効果，u は変量効果を示す。
分析結果を Table 3に示した。
飲食行動の有無は話し合いプロセスに対する認知に正の直接効果を持つ傾向
Table 3 HLM による話し合いプロセスに対する認知への影響
回帰係数 標準誤差（SE）
集団レベル
切片 γ 00 68.14＊＊＊ 15.16
飲食の有無 γ 01 5.75† 3.25
うなずき γ 02 4.82 4.33
笑顔 γ 03 3.68 9.00
個人レベル
発言時間 γ 10 12.46＊ 5.71
変量効果
μ 0 χ 2（21）＝45.94＊＊
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